
〔書評〕

丸
山
頴
徳
著
『
日
本
霊
異
記
説
話
の
研
究
』

説
話
文
学
研
究
が
盛
行
す
る
中
、
我
国
最
初
の
仏
教
説
話
集
と
い
う
栄
誉

を
担
う
は
ず
の
『
日
本
霊
異
記
』
は
、
研
究
史
の
上
で
は
不
遇
で
あ
っ
た
か

に
見
え
る
。
そ
の
原
因
は
、
内
容
た
る
説
話
が
奈
良
朝
も
し
く
は
そ
れ
以
前

の
も
の
で
あ
っ
て
、
研
究
者
の
大
部
分
が
上
代
文
学
専
攻
者
に
よ
っ
て
占
め

ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
品
の
成
立
が
平
安
初
期
で
あ
る
た
め
、

文
学
史
的
に
は
平
安
時
代
の
作
品
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
結
果
は
、

中
古
文
学
の
分
野
で
は
、
学
界
時
評
や
学
界
展
望
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
稀
で
、
そ
の
含
み
持
つ
問
題
の
重
さ
に
比
し
、
上
代
文
学
の
側
か
ら
も

中
古
文
学
の
側
か
ら
も
、
十
全
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い

よ
う
に
思
う
。
無
論
、
益
田
勝
美
氏
の
『
説
話
文
学
と
絵
巻
』
を
は
じ
め
と

す
る
秀
れ
た
業
績
の
集
積
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
『
日
本
霊
異
記
』

と
い
う
一
作
品
の
枠
を
超
え
て
、
多
く
の
研
究
者
の
手
に
迎
え
取
ら
れ
る
と

い
っ
た
状
況
は
生
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
き

ず
、
延
暦
六
（
七
八
七
）
年
の
原
接
か
ら
三
十
数
年
を
経
て
最
終
的
な
完
成

を
み
た
と
ぎ
れ
る
、
こ
の
作
品
の
複
雑
な
成
立
過
程
や
、
お
そ
ら
く
は
何
度

か
の
屈
折
を
経
た
で
あ
ろ
う
編
著
京
城
の
苦
渋
に
満
ち
た
人
生
、
そ
し
て
何

原
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子

よ
り
も
、
奈
良
朝
か
ら
平
安
朝
へ
と
い
う
大
き
な
歴
史
の
転
換
点
に
あ
っ
て

激
動
す
る
社
会
な
ど
、
変
革
期
の
所
産
で
あ
る
こ
の
作
品
が
、
そ
れ
が
故
に

有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
の
下
、
説
話
研
究
に
常
に
新
生
面
を
切
り
拓
い
て

こ
ら
れ
た
丸
山
頴
徳
氏
の
論
文
が
集
大
成
さ
れ
て
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
霊

異
記
説
話
の
研
究
に
一
つ
の
確
か
な
道
筋
が
示
さ
れ
る
と
共
に
、
多
く
の
研

究
者
の
利
用
の
便
に
供
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
慶
賀
に
た
え
な
い
。
こ
の
骨

太
で
力
強
い
説
話
研
究
を
め
ぐ
っ
て
ま
き
起
こ
る
で
あ
ろ
う
論
議
が
、
新
し

い
霊
異
記
研
究
の
胎
動
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
タ
イ
ト
ル
が
『
日
本
霊
異
記
説
話
の
研
究
』
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
の
研
究
目
的
は
、
所
収
説
話
の
一
つ
一
つ
を

丹
念
に
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
説
話
の
形
成
過
程
を
歴
史
的
現

実
の
中
で
解
明
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。
丸
山
氏
の
基
本
的
立
場
は
、

個
々
の
説
話
の
研
究
に
よ
っ
て
取
り
出
さ
れ
た
実
質
を
最
大
公
約
数
的
に
ま

と
め
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
一
つ
一
つ
の
話
の
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
従
来
の
歴
史
的
研
究
や
仏
教
的
研
究
に
加
え
て
、
中
国
説
話
と
の
比

較
研
究
や
民
俗
学
的
方
法
が
多
く
駆
使
さ
れ
て
、
当
時
の
歴
史
社
会
の
中
で

の
説
話
の
伝
承
の
実
態
が
、
具
体
的
、
時
と
し
て
刺
激
的
に
、
生
き
生
き
と

浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
日
く
は
り
の
広
さ
と
共
に
、
博
引
勇
証
と

ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
論
証
過
程
は
、
読
者
に
快
い
興
奮
と
説
話
研
究
の

醍
醐
味
を
覚
え
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
ま
ざ
れ
も

な
く
、
丸
山
氏
独
自
の
「
霊
異
の
世
界
・
奇
事
の
世
界
」
が
あ
る
の
た
。

ま
ず
は
目
次
に
よ
っ
て
、
本
書
の
内
容
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

序
　
本
書
の
方
法
と
課
題

第
一
篇
　
仏
教
と
呪
禁

第
一
章
　
中
子
部
説
話
（
上
1
線
）
／
第
二
章
　
狐
の
直
説
話
（
上
2

縁
）
／
第
三
章
　
道
場
法
師
説
話
（
上
3
線
）
／
第
四
章
　
狭
屋
寺
説
話

（
中
日
縁
）
／
第
五
章
　
役
小
角
説
話
（
上
2
8
線
）
／
第
六
章
　
討
債
鬼

説
話
と
食
入
鬼
説
話
（
中
0
0
縁
・
3
3
線
）
／
第
七
章
　
隠
身
の
聖
説
話

第
二
篇
　
冥
界
説
話

第
一
章
　
冥
界
説
話
の
分
類
と
特
色
／
第
二
章
　
櫓
磐
鴫
説
話
（
中
2
4

縁
）
／
第
三
章
　
奈
良
山
枯
骨
報
恩
説
話
（
上
1
2
線
）

第
三
篇
　
仏
教
と
民
間
伝
承

第
一
章
　
漂
着
霊
木
説
話
（
上
5
縁
）
／
第
二
章
　
蟹
報
恩
説
話
（
中

8
線
・
1
2
線
）
／
第
三
軍
　
神
身
離
脱
説
話
（
下
2
4
線
）

第
四
篇
　
編
者
京
成
と
そ
の
背
景

第
一
章
　
景
戒
の
出
自
と
そ
の
背
景
（
下
館
縁
）

右
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
著
者
が
も
っ
と
も
力
点
を
置
か
れ
た
の
は
、

第
一
篤
で
あ
る
。
丸
山
氏
は
、
多
く
の
霊
異
記
の
研
究
者
が
そ
う
で
あ
る
よ

う
に
、
益
田
勝
美
氏
の
「
私
度
僧
の
文
学
」
論
に
多
大
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、

私
度
僧
と
言
わ
れ
る
人
々
、
あ
る
い
は
『
日
本
霊
異
記
』
の
唱
導
の
主
体
と

な
っ
た
人
々
の
宗
教
的
内
容
を
呪
禁
と
い
う
形
で
と
ら
え
ら
れ
た
。
氏
の
こ

と
ば
を
借
り
れ
ば
、
「
呪
禁
」
と
は
、
「
様
々
な
災
難
や
厄
災
を
除
き
、
人
々

の
幸
せ
を
招
く
た
め
に
行
う
積
極
的
な
呪
術
的
宗
教
行
為
で
あ
り
、
極
め
て

現
世
利
益
的
な
も
の
」
と
い
、
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
説

話
の
切
り
取
り
方
は
、
景
戒
の
説
話
編
纂
の
方
法
、
ひ
い
て
は
彼
自
身
の
思

想
的
背
景
や
、
そ
の
出
自
な
ど
の
と
ら
え
方
と
、
直
ち
に
響
き
合
う
こ
と
言

ぅ
ま
で
も
な
い
。
丸
山
氏
は
、
第
四
篤
で
景
戒
を
紀
伊
国
名
草
郡
に
長
く
居

住
し
た
も
の
と
考
え
、
そ
の
紀
伊
国
在
住
時
代
の
宗
教
的
基
礎
体
験
が
、
彼

の
宗
教
を
、
民
衆
の
方
を
向
い
た
呪
術
的
か
つ
現
世
利
益
的
な
も
の
に
仕
立

て
上
げ
た
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
思
え
ば
、
執
筆
年
代
か
ら
し
て
、
氏
の

霊
異
記
研
究
の
ほ
ぼ
出
発
点
に
位
置
づ
け
得
る
こ
の
論
が
、
個
々
の
説
話
の

性
格
の
究
明
を
通
し
て
、
よ
り
確
信
的
な
も
の
と
な
っ
て
ゆ
く
の
が
、
第
↓

篤
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
著
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
仏
教
説
話
集
の
巻
頭
に
置
か
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
仏
教
的
な
説
話
で
あ
る
と
し
て
、
古
来
そ
の

存
在
意
義
が
訝
ら
れ
て
き
た
上
巻
第
一
・
二
線
も
、
前
者
は
、
小
子
部
氏
の

軍
事
的
性
格
と
も
か
か
わ
っ
て
、
娃
略
天
皇
が
雷
と
い
う
自
然
の
驚
異
を
小

子
部
氏
に
捉
え
さ
せ
た
呪
禁
の
話
、
後
者
は
、
美
濃
地
方
に
住
ん
で
い
た
と

思
わ
れ
る
狐
の
直
な
る
呪
術
宗
教
者
集
団
が
、
自
ら
の
有
す
る
超
能
力
を
継

承
し
、
社
会
的
に
認
め
さ
せ
る
た
め
に
、
始
祖
を
美
し
く
描
き
上
げ
た
、
い

わ
ゆ
る
始
祖
伝
承
で
あ
る
と
解
け
、
い
ず
れ
も
『
日
本
霊
異
記
』
の
根
底
に
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あ
る
呪
術
的
信
仰
を
体
現
し
た
話
と
し
て
、
巻
頭
説
話
た
る
資
格
を
充
分
に

主
張
し
う
ろ
こ
と
と
な
る
。
誠
に
明
快
な
論
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

従
来
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
多
く
日
本
の
固
有
信
仰
と
外
来
の
異
教
と
の

対
立
相
克
、
も
し
く
は
仏
教
布
教
の
方
便
と
し
て
の
固
有
信
仰
の
利
用
、
神

話
的
世
界
の
仏
教
的
世
界
へ
の
包
摂
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
第
一
篇
最
終
章
で
説
か
れ
た
如
き
、
仏
教
的
行
者
と
呪
術
者
の
習

合
し
た
宗
教
家
「
隠
身
の
聖
」
の
思
想
的
系
譜
に
、
行
基
と
そ
の
集
団
、
京

成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
沙
弥
鏡
日
、
さ
ら
に
は
景
戒
ま
で
が
含
ま
れ
る

と
す
れ
ば
、
仏
教
の
伝
来
と
定
着
を
め
ぐ
る
内
な
る
も
の
と
外
な
る
も
の
と

の
対
立
緊
張
関
係
は
、
ま
た
別
の
相
貌
を
呈
す
る
こ
と
と
な
る
。
景
戒
や

「
隠
身
の
聖
」
達
が
生
き
た
世
界
に
は
、
日
本
の
固
有
信
仰
や
仏
教
の
他
に
、

現
世
利
益
的
な
呪
術
的
宗
教
や
、
中
国
の
民
間
道
教
、
さ
ら
に
は
神
仙
思
想

な
ど
が
混
満
し
て
轟
動
し
て
い
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
混
沌
た
る
世
界
に
生
成
す
る
説
話
に
立
ち
向
か
う
丸

山
氏
の
武
器
も
、
多
様
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

再
度
、
巻
頭
の
二
話
を
引
く
な
ら
ば
、
「
中
子
部
説
話
」
に
お
い
て
、
中

子
都
氏
が
天
皇
を
警
護
す
る
軍
事
的
な
色
彩
の
濃
い
氏
族
で
あ
る
と
の
主
張

に
、
藤
原
京
跡
発
掘
の
木
簡
に
「
（
表
）
中
子
部
門
衛
士
□
」
、
平
城
宮
出
土

の
木
簡
に
「
小
千
円
」
「
小
子
部
門
」
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
八
年
十
月

十
九
日
条
に
「
中
子
門
」
と
あ
る
点
を
押
さ
え
、
「
狐
の
直
説
話
」
　
で
、
美

濃
国
鹿
田
郡
に
広
ま
っ
て
い
た
狐
の
憑
霊
に
よ
る
信
仰
を
指
摘
す
る
に
あ
た
っ

て
、
『
文
徳
天
皇
実
録
』
中
の
「
藤
原
高
房
卒
伝
」
　
に
着
目
さ
れ
た
の
な
ど

は
、
歴
史
的
資
料
の
利
用
が
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
例
と
言
え
よ
う
か
。

六
〇

他
方
、
丸
山
氏
の
力
量
は
、
民
俗
学
的
方
法
で
も
発
揮
さ
れ
る
。
第
三
章

「
道
場
法
師
説
話
」
、
第
四
章
「
狭
屋
寺
説
話
」
に
お
い
て
は
、
日
本
の
古

代
文
献
資
料
だ
け
で
は
実
証
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
現
代
の
民
俗
に
も
言
及

し
っ
つ
、
前
者
で
は
、
道
場
法
師
が
雷
神
の
申
し
子
で
あ
り
、
電
蛇
神
の
化

身
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
法
師
に
よ
る
元
興
寺
鐘
堂
の
鬼
退
治
の
話

は
、
電
蛇
神
信
仰
の
現
世
的
効
果
の
一
つ
で
あ
る
、
鬼
に
象
徴
さ
れ
る
厄
災

の
退
散
に
当
た
り
、
水
争
い
の
話
は
、
毒
蛇
神
信
仰
の
も
う
一
つ
の
効
果
で

あ
る
、
水
神
と
し
て
水
の
守
護
者
と
な
る
こ
と
に
当
た
る
と
さ
れ
つ
つ
、
鬼

退
治
の
話
を
、
元
来
は
元
興
寺
の
中
で
儀
礼
的
に
行
わ
れ
た
鬼
払
い
式
の
由

来
話
が
道
場
法
師
説
話
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
ま

た
、
後
者
で
も
、
悔
過
の
場
面
に
お
け
る
悪
霊
追
放
と
い
う
と
こ
ろ
に
焦
点

を
絞
っ
て
「
狭
屋
寺
説
話
」
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
現
在
奈
良
県
に
住
ま
わ

れ
る
丸
山
氏
は
、
奈
良
県
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
古
寺
院
の
迎
春
儀
礼
で
あ

る
修
二
会
や
追
擬
の
祭
り
か
ら
、
説
話
の
背
景
と
し
て
の
呪
禁
の
問
題
を
実

感
を
も
っ
て
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
着
眼
自
体
、
従
来
の
説
話
研
究
者
の
枠
を
超
え
た
、
氏
の
幅
広
い
行
動

力
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
績
に
よ
る
も
の
と
、
敬
意
を
表
し
た
い
。
た

だ
、
上
巻
第
二
縁
「
道
場
法
師
説
話
」
　
で
は
、
雷
神
の
寄
胎
し
た
道
場
法
師

が
悪
霊
（
こ
こ
で
は
鬼
）
払
い
の
呪
師
と
、
そ
の
際
勧
請
さ
れ
た
護
法
相
と

し
て
の
両
面
性
を
有
す
る
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
上
巻
第
一
線
「
中
子
部
説

話
」
で
は
、
雷
は
中
子
部
氏
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
呪
禁

の
対
象
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
「
呪
禁
」
な
る
観
念
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
浮
か
び
上
っ
て
く
る
問
題
も
多
い
。
面
詰
に
お

げ
ろ
雷
神
信
仰
の
位
相
の
違
い
、
さ
ら
に
は
、
片
や
天
皇
と
土
着
神
、
土
着

氏
族
と
の
対
立
、
片
や
寺
院
側
に
よ
る
電
蛇
神
信
仰
の
利
用
な
ど
、
両
誌
の

よ
っ
て
立
つ
説
話
的
基
盤
の
違
い
に
つ
い
て
、
今
後
の
丸
山
氏
の
解
明
を
期

待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

丸
山
氏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
広
く
沖
縄
・
韓
国
・
台
湾
に
ま
で
及
び
、

そ
の
成
果
の
一
端
が
、
本
書
に
続
い
て
刊
行
さ
れ
た
『
沖
縄
民
間
説
話
の
研

究
』
（
一
九
九
三
・
一
〇
　
勉
誠
社
）
　
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
他
、
本
書
第
二

篇
「
冥
界
説
話
」
　
の
考
察
に
も
大
き
く
生
か
さ
れ
て
い
る
。
現
代
に
生
き
る

我
々
に
は
冥
界
の
存
在
さ
え
信
じ
難
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
韓
国
や
台

湾
で
の
巫
俗
調
査
で
冥
界
の
信
仰
が
今
に
生
き
る
姿
を
実
感
し
っ
つ
試
み
た

と
ぎ
れ
る
、
冥
界
説
話
の
体
系
化
（
第
一
章
　
冥
界
説
話
の
分
類
と
特
色
）

は
、
『
日
本
霊
異
記
』
の
冥
界
説
話
の
み
な
ら
ず
、
古
代
日
本
人
の
冥
界
観

を
考
え
る
上
で
、
有
効
な
祝
座
を
提
供
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
章

「
櫓
磐
嶋
説
話
」
が
右
の
体
系
に
言
う
「
被
招
請
冥
官
型
」
　
の
話
で
あ
り
、

中
国
文
化
の
影
響
を
受
け
た
沖
縄
の
冥
界
説
話
に
同
じ
話
型
の
も
の
が
見
出

さ
れ
る
と
の
指
摘
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ん
じ
ら
れ
る
丸
山
氏
な
ら

で
は
の
成
果
と
し
て
、
特
筆
に
値
し
よ
う
。
続
く
第
二
章
「
奈
良
山
枯
骨
報

恩
説
話
」
　
で
は
、
枯
骨
報
恩
評
を
冥
界
説
話
と
位
置
づ
け
ち
れ
た
上
で
、
冥

界
説
話
の
伝
承
者
は
冥
界
と
の
交
霊
者
で
あ
り
、
浮
か
ば
れ
ぬ
凶
癌
魂
を
鎮

め
る
こ
と
を
職
掌
と
し
て
い
た
人
々
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
発
想
と
、

大
和
、
山
城
の
国
境
の
死
者
霊
の
寄
り
つ
く
費
界
領
域
の
山
と
し
て
の
奈
良

山
の
異
境
性
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
枯
骨
報
恩
説
話
の
形
成
の
背
後
に
、
行
基

集
団
や
土
師
氏
の
よ
う
な
鎮
魂
集
団
の
働
き
を
想
定
さ
れ
て
い
る
。
丸
山
氏

の
論
証
は
、
例
に
よ
っ
て
奈
良
山
と
南
山
城
の
異
常
死
の
話
か
ら
、
こ
の
地

域
に
お
け
る
行
基
集
団
の
活
動
、
さ
ら
に
は
土
師
氏
と
の
関
係
へ
と
多
岐
に

わ
た
り
、
上
巻
第
十
二
縁
に
関
し
て
は
強
い
説
得
力
を
有
す
る
。
た
だ
、
枯

骨
報
恩
説
話
は
、
氏
も
言
わ
れ
る
如
く
世
界
拡
布
型
の
民
間
説
話
で
あ
り
、

下
巻
第
二
十
七
縁
の
類
語
で
は
、
輯
横
の
救
済
者
を
市
に
交
易
に
出
か
け
た

備
後
国
華
田
郡
大
山
里
人
と
し
て
い
る
こ
と
、
霊
異
記
の
二
話
の
原
話
に
敦

煙
出
土
『
捜
神
託
』
の
侯
光
侯
周
兄
弟
の
話
、
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
文
献

の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
奈
良
山
枯
骨
報
恩
説
話
」
　
の

特
殊
に
拘
泥
す
る
こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
の
危
惧
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。

本
書
で
は
、
第
一
篇
第
六
章
を
は
じ
め
と
す
る
随
所
で
中
国
の
文
献
に
記
さ

れ
た
説
話
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
霊
異
記
説
話
の
読
み
に
新
見
が
示
さ
れ
て

い
る
し
、
第
三
篤
で
は
、
民
間
伝
承
と
説
話
の
成
立
に
つ
い
て
、
行
届
い
た

考
察
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
視
点
を
網
羅
し
た

上
で
、
「
奈
良
山
」
　
の
特
殊
を
再
度
論
じ
て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。

以
上
、
紙
幅
の
関
係
で
、
本
書
に
挙
げ
ら
れ
た
説
話
の
す
べ
て
に
触
れ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
全
篇
を
通
じ
て
示
さ
れ
た
意
欲
的
か
つ
斬
新
な

手
法
と
豊
か
な
発
想
に
多
大
の
刺
激
を
受
け
た
。

時
あ
た
か
も
、
「
平
安
建
都
千
二
百
年
」
　
の
議
論
が
喧
し
い
。
と
も
す
れ

ば
王
朝
文
化
に
眼
を
奪
わ
れ
が
ち
な
我
々
に
、
本
書
は
、
平
安
遷
都
前
後
の

日
本
の
精
神
風
土
に
つ
い
て
、
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
中
古
文
学

を
専
攻
す
る
一
人
と
し
て
も
、
本
書
を
得
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
た
い
。

（
一
九
九
二
・
一
二
・
一
五
発
行
、
桜
楓
社
、
三
七
五
ペ
ー
ジ
）

（
は
ら
だ
・
あ
つ
こ
　
大
阪
成
蹟
女
子
短
期
大
学
教
授
）
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